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平成３１年４月１日　（２）第２号

特
別
企
画
展

山
頭
火
を
囲
む
人
々

　

種
田
山
頭
火
は
、
そ
の
数
奇
な
人
生
の
途
上
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
物
と
出
会
い
、
互
い
に
影
響
を
受
け
合

っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
三
十
年
度
の
特
別
企
画
展
で

は
、
そ
れ
ら
影
響
を
与
え
た
人
物
た
ち
の
中
か
ら
、

河
東
碧
梧
桐
（
か
わ
ひ
が
し
へ
き
ご
と
う
）、
荻
原
井

泉
水
（
お
ぎ
わ
ら
せ
い
せ
ん
す
い
）、
尾
崎
放
哉
（
お

ざ
き
ほ
う
さ
い
）
の
三
名
を
取
り
上
げ
、
直
筆
資
料

な
ど
あ
わ
せ
て
十
三
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

河
東
碧
梧
桐
は
、
自
由
律
俳
句
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
く
「
新
傾
向
俳
句
」
を
提
唱
し
た
人
物
で
、
山
頭

火
と
は
直
接
面
識
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
憧
れ
の

存
在
で
し
た
。「
六
朝
体
（
り
く
ち
ょ
う
た
い
）」
と

い
う
独
特
な
字
体
で
書
か
れ
た
句
「
干
潟
の
昼
の
家

を
よ
び
た
て
」
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

荻
原
井
泉
水
は
、
明
治
四
十
四
年
に
碧
梧
桐
等
と

俳
句
雑
誌
『
層
雲
』
を
創
刊
し
、「
自
由
律
俳
句
」
を

提
唱
し
ま
し
た
。
誌
面
を
通
じ
、
山
頭
火
や
放
哉
等
、

数
多
く
の
自
由
律
俳
人
を
育
て
て
い
ま
す
。
こ
の
特

別
企
画
展
で
は
『
層
雲
』
創
刊
号
を
展
示
し
ま
し
た
。

会
期
：
平
成
三
十
年
七
月
六
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
八
日
（
月
・
祝
）

　

尾
崎
放
哉
は
、
鳥
取
県
邑
美
郡
（
現
・
鳥
取
市
）
出

身
。
大
正
十
四
年
香
川
県
小
豆
島
に
南
郷
庵
（
み
な
ん

ご
あ
ん
）
を
結
い
、
そ
こ
が
終
焉
の
地
と
な
り
ま
し
た
。

生
前
会
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、『
層
雲
』
を

通
じ
て
山
頭
火
は
放
哉
を
意
識
し
て
お
り
、
墓
参
り
に

も
行
っ
て
い
ま
す
。
小
豆
島
尾
崎
放
哉
記
念
館
所
蔵
の
、

井
泉
水
宛
て
書
簡
等
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

展
示
資
料
：
『
層
雲
』
第
一
巻
第
一
号
（
明
治
四
十
四
年
）、

【
短
冊
】
河
東
碧
梧
桐
「
手
を
か
ざ
せ
ば
睡
魔
の
襲
ふ
火
桶
か

な
」、【
句
幅
】
河
東
碧
梧
桐
「
雲
高
く
一
片
か
げ
る
清
水
哉
」、

【
掛
軸
】
河
東
碧
梧
桐
「
干
潟
の
ひ
る
の
家
を
よ
び
た
て
」、

『
層
雲
』
第
一
巻
第
二
号
（
明
治
四
十
四
年
）、【
短
冊
】
荻
原

井
泉
水
「
以
春
風
接
人
」、【
短
冊
】
荻
原
井
泉
水
「
わ
ら
屋

ふ
る
ゆ
き
つ
も
る
」、【
画
賛
色
紙
】
荻
原
井
泉
水
「
指
頭
之

梅
」、【
画
賛
幅
】
荻
原
井
泉
水
「
ほ
た
ら
し
ひ
と
ほ
の
あ
た

ま
の
上
の
月
に
し
て
い
る
」、『
層
雲
』
第
七
巻
第
九
号
（
大

正
六
年
）、【
短
冊
額
装
】
「
元
日
の
灯
に
家
内
中
の
顔
が
あ

る
」、
荻
原
井
泉
水
宛
尾
崎
放
哉
書
簡
（
小
豆
島
尾
崎
放
哉
記

念
館
蔵
）、
山
頭
火
・
井
泉
水
の
書

▶
大
正
十
五
年　

荻
原
井
泉
水
宛
て
尾
崎
放
哉
書
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
小
豆
島
尾
崎
放
哉
記
念
館
所
蔵
︶

企
画
展

常
識
を
打
ち
砕
け
︕
自
由
へ
の
誘
い　

　
　

～
自
由
律
と
い
う
名
の
ル
ー
ル
～

会
期
：
平
成
三
十
年
十
月
十
三
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
十
二
月
二
日
（
日
）

　

こ
の
企
画
展
で
は
、
明
治
期
に
確
立
し
た
近
代
の

定
型
俳
句
か
ら
自
由
を
求
め
て
、「
自
由
律
俳
句
」
が

確
立
さ
れ
て
い
っ
た
時
代
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

初
め
て
定
型
俳
句
の
制
約
を
破
っ
た
「
新
傾
向
俳
句
」

の
時
代
と
、
雑
誌
『
層
雲
』
が
中
心
と
な
っ
て
さ
ら

な
る
自
由
を
求
め
た
時
代
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
で
山
頭
火
や
同
時
代
の
俳
人
が
作
っ
た
新
し
い
形

の
俳
句
や
、
新
し
い
俳
句
論
な
ど
を
、
計
十
三
点
の

資
料
を
通
し
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

近
代
俳
句
を
確
立
し
た
正
岡
子
規
を
偲
ん
で
山
頭

火
が
詠
ん
だ
「
糸
瓜
の
門
に
立
つ
た
今
日
わ
子
規
忌
」

の
色
紙
や
、「
自
由
律
俳
句
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を

表
す
言
葉
が
初
め
て
使
わ
れ
た
文
章
な
ど
を
展
示
し

ま
し
た
。

　

展
示
資
料
：
【
色
紙
】
種
田
山
頭
火
「
糸
瓜
の
門
に
立
つ

た
今
日
わ
子
規
忌
」、
河
東
碧
梧
桐
『
続
三
千
里
（
下
）』

（
講
談
社
、
昭
和
四
十
九
年
）、【
短
冊
額
】
河
東
碧
梧
桐

「
子
規
庵
ほ
と
り
凧
場
と
な
り
ぬ
焚
く
と
ん
ど
」、『
梅
雨
』

（
「
五
句
集
」
通
巻
十
九
号 

第
六
月
号
）※

複
写
資
料
、
荻
原
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書
道
コ
ン
ク
ー
ル

山
頭
火
カ
ル
タ
で
書
き
初
め
大
会

　

平
成
三
十
一
年
一
月
五
日
（
土
）、
市
内
と
山
口
市

の
小
学
生
十
四
名
が
参
加
し
て
「
山
頭
火
カ
ル
タ
で
書

き
初
め
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
読
み
札
に
あ
る
山

頭
火
の
句
を
子
ど
も
た
ち
が
順
番
に
読
み
上
げ
、
声
に

出
し
て
山
頭
火
の
句
を
味
わ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
取

っ
た
札
の
中
か
ら
好
き
な
句
を
選
び
、
短
冊
に
書
き
初

め
を
し
ま
し
た
。
毛
筆
初
挑
戦
の
参
加
者
も
い
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
に
自
分
ら
し
い
す

て
き
な
表
現
が
で
き

ま
し
た
。
書
き
初
め

作
品
は
、
山
頭
火
ふ

る
さ
と
館
内
の
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示

し
、
来
館
さ
れ
た
皆

様
に
も
見
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

応
募
期
間
：
平
成
三
十
年
七
月
六
日
～
九
月
十
日

表
彰
式　

：
平
成
三
十
年
十
月
七
日

審
査
員　

：
小
・
中
・
高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
部
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

先
生
方
四
名

　

市
内
の
小
学
生
か
ら
高
校
生
を
対
象
に
、
山
頭
火
の

俳
句
に
ち
な
ん
だ
言
葉
を
課
題
と
し
て
書
道
作
品
を
募

集
し
ま
し
た
。
五
つ
の
部
門
に
分
け
、
小
学
校
一
、
二

年
生
「
た
び
」、
三
、
四
年
生
「
ふ
る
さ
と
」、
五
、
六

年
生
「
水
音
」、
中
学
生
「
山
頭
火
」、
高
校
生
「
雨
ふ

る
ふ
る
さ
と
は
は
だ
し
で
あ
る
く
」
を
書
で
表
現
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
応
募
数
一
一
九
〇
点
の
中
か
ら
各
部

門
最
優
秀
賞
一
名
、
優
秀
賞
一
名
、
佳
作
三
名
ず
つ
計

二
十
二
名
が
（
高
校
の
部
は
佳
作
な
し
）
選
ば
れ
、
十

月
七
日
に
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

▼カルタ取りの様子

▼書き初めの様子

▼表彰式の様子

▲受賞作品の展示

小
学
校
一
・
二
年
生
の
部

最
優
秀
賞　

廣
谷
凌　
　
　
　

向
島
小
学
校　

二
年

優
秀
賞　
　

池
田
真
輝
子　
　

富
海
小
学
校　

二
年

佳
作　
　
　

松
坂
茉
祐　
　
　

松
崎
小
学
校　

一
年

　
　
　
　
　

吉
田
伊
織　
　
　

勝
間
小
学
校　

一
年

　
　
　
　
　

髙
木
ひ
な
の　
　

向
島
小
学
校　

二
年

小
学
校
三
・
四
年
生
の
部

最
優
秀
賞　

松
井
美
空　
　
　

華
城
小
学
校　

三
年

優
秀
賞　
　

甲
斐
彩
夏　
　
　

大
道
小
学
校　

三
年

佳
作　
　
　

國
弘
崚
平　
　
　

松
崎
小
学
校　

四
年

　
　
　
　
　

淺
川
由
佳　
　
　

右
田
小
学
校　

四
年

　
　
　
　
　

福
田
千
英　
　
　

華
城
小
学
校　

四
年

小
学
校
五
・
六
年
生
の
部

最
優
秀
賞　

松
井
乃
愛　
　
　

華
城
小
学
校　

五
年

優
秀
賞　
　

境
菜
々
花　
　
　

右
田
小
学
校　

六
年

佳
作　
　
　

町
田
有
里
恵　
　

中
関
小
学
校　

六
年

　
　
　
　
　

信
國
友
里　
　
　

松
崎
小
学
校　

六
年

　
　
　
　
　

吉
田
ゆ
り　
　
　

松
崎
小
学
校　

六
年

中
学
生
の
部

最
優
秀
賞　

山
本
知
咲　
　
　

大
道
中
学
校　

三
年

優
秀
賞　
　

加
納
愛　
　
　
　

桑
山
中
学
校　

一
年

佳
作　
　
　

石
川
未
妃　
　
　

華
陽
中
学
校　

二
年

　
　
　
　
　

河
口
晴
香　
　
　

佐
波
中
学
校　

三
年

　
　
　
　
　

加
藤
優
月　
　
　

佐
波
中
学
校　

二
年

高
校
生
の
部

最
優
秀
賞　

藤
井
沙
紀　
　
　

防
府
商
工
高
校　

一
年

優
秀
賞　
　

濵
田
百
果　
　
　

防
府
商
工
高
校　

一
年



平成３１年４月１日（５）　第２号

　　
　
　
　
　
　
　
　

選
者
・
富
永
鳩
山
（
群
妙
主
宰
）

　

山
頭
火
や
自
由
律
俳
句
へ
の
理
解
が
一
層
深
ま
る
よ

う
、
こ
の
度
、
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
主
催
で
初
め
て
の

全
国
自
由
律
俳
句
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
投
句
数

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
般
の
部
は
千
五
百
句
、
小

中
学
生
の
部
は
三
百
句
を
越
え
る
投
句
が
あ
り
ま
し
た
。

　

山
頭
火
に
は
自
嘲
の
句
や
、
人
間
の
弱
さ
を
詠
っ
た

作
品
が
多
く
、
そ
れ
が
山
頭
火
の
魅
力
で
も
あ
り
現
代

を
生
き
る
人
々
の
共
感
を
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
度

の
選
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
の
オ

ー
プ
ン
に
ふ
さ
わ
し
く
「
生
き
る
力
」
と
り
わ
け
「
明

日
へ
生
き
る
力
」
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
の

句
は
一
般
の
部
も
小
中
学
生
の
部
も
こ
の
テ
ー
マ
に
沿

い
、
自
由
律
俳
句
な
ら
で
は
の
表
現
の
豊
か
さ
や
、
優

し
い
言
葉
遣
い
で
読
者
の
想
像
力
を
か
き
た
て
、
温
か

い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
句
で
し
た
。

　

こ
う
し
て
一
つ
の
役
割
を
果
た
し
た
「
山
頭
火
ふ
る

さ
と
館
」
は
自
由
律
俳
句
の
表
現
の
拠
点
と
し
て
の
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
多
く
の
人
々

に
自
由
律
俳
句
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
活

動
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

山
頭
火
の
代
表
作
で
あ
る

　

分
け
入
つ
て
も
分
け
入
つ
て
も
青
い
山

は
、
大
正
十
五
年
、
大
正
最
後
の
年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
平
成
か
ら
新
し
い
元
号
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

第
一
回
自
由
律
俳
句
大
会
を
終
え
て

第
一
回
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館

自
由
律
俳
句
大
会

募
集
期
間
：
平
成
三
十
年
六
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
十
二
月
三
十
一
日

表
彰
式　

：
平
成
三
十
一
年
二
月
十
日

選
者　
　

：
富
永
鳩
山
・
門
田
美
和
子
・
西
田
稔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

山
頭
火
や
自
由
律
俳
句
に
よ
り
多
く
の
方
に
親
し
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
当
館
主
催
で
自
由
律

俳
句
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
六
か
月
間
の
募
集

期
間
で
全
国
か
ら
計
一
八
七
七
点
（
一
般
の
部
一
五
六

九
点
、
小
・
中
学
生
の
部
三
〇
八
点
）
の
作
品
の
応
募

が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
計
十
五
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
の
部

︻
最
優
秀
賞
︼

乳
の
匂
い
す
る
日
和
り
へ
抱
き
上
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都　
　

本
山 

麓
草

︻
優
秀
賞
︼

日
傘
く
る
り
あ
ぜ
道
の
分
校
教
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
県　
　

河
野 

采
女

小
さ
な
母
の
小
さ
く
な
っ
て
ゆ
く
車
窓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都　
　

さ
い
と
う
こ
う

人
差
し
指
一
本
で
打
つ
「
月
が
き
れ
い
だ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県　
　

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

︻
佳
作
︼

命
を
つ
な
ぐ
点
滴
の
無
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
県　
　

尾
崎 

久
江

憲
法
の
権
威
ど
っ
ぷ
り
と
炬
燵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都　
　

貞
住 

昌
彦

鎮
守
の
森
に
愚
痴
ひ
と
つ
お
い
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
県　
　

田
村 

陽
子

消
灯
し
た
教
室
が
話
し
た
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
府　
　

中
井 

靖
子

無
人
駅
に
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
を
置
い
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
県　
　

中
村 

好
徳

小
・
中
学
生
の
部

︻
最
優
秀
賞
︼

ブ
ラ
ン
コ
に
の
る
ぼ
く
と
ち
ょ
う
ち
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

愛
媛
県 

小
３ 

岡
田 

隼
典

︻
優
秀
賞
︼

秋
空
に
引
く
ひ
こ
う
き
雲
の
対
角
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
県 

中
３ 

佐
世 

沙
貴
子

ゆ
め
は
ね
２
つ
あ
っ
て
え
ら
べ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
県 

小
３ 

田
中 

絢
菜

︻
佳
作
︼

誰
も
い
な
い
バ
ス
停
を
吹
き
抜
け
た
北
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都 

中
２ 

魚
地 

妃
夏

く
も
り
の
遠
足
み
ん
な
笑
え
ば
空
も
笑
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
県 

小
６ 

峰 

駿
介

月
が
あ
か
る
い
弟
と
歌
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

愛
媛
県 

小
３ 

吉
田 

琉
聖自由律俳句大会表彰式

選
者
の
言
葉
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前
回
に
引
き
続
き
、
明
治
四
十
四
年
十
一
月
号
の
椋
鳥
会
五
句
集
『
夜
長
』
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

椋
鳥
会
（
む
く
ど
り
か
い
）
は
防
府
を
中
心
と
し
た
俳
句
結
社
で
あ
り
、
句
会

の
開
催
や
回
覧
雑
誌
「
五
句
集
」
の
発
行
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
当

時
三
十
代
で
あ
っ
た
山
頭
火
は
酒
造
場
を
営
む
傍
ら
、
こ
の
結
社
に
所
属
し
、
俳

句
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
五
句
集
『
夜
長
』
の
う
ち
、
巻
末
の
「
俳
楽
屋
」
と
い
う
部
分
を
抜

粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

俳
楽
屋

一
今
回
は
讃
岐
よ
り
出
句
せ
ら
れ
て
大
に
光
彩
を
添

　

え
た
り
。
願
く
は
更
に
容
捨
な
く
批
評
せ
ら
れ
ん
こ
と
。

一
従
来
の
弥
生
吟
社
余
り
に
平
凡
な
れ
ば
今
回

　

椋
鳥
会
と
改
名
し
茲
に
一
線
を
画
し
て

　

大
に
発
展
せ
ん
と
す
。

一
先
ず
第
一
に
幹
事
が
妄
評
を
試
む
る
は
大
に
僭
越
な
れ

　

ど
も
筆
序
に
御
さ
き
に
失
礼
。

　
　
　

十
一
月
五
日　

夜
長
の
窓
に　

鹽
仏　
　
　
　
　
　
　
　

【
四
十
二
・
オ
】

　

新
た
に
諸
俳
剛
の
御
援
助
を
得
て
幼
稚
な
り
し
此
五
句
集
も

　

茲
に
数
所
の
面
目
を
改
め
た
る
を
悦
ふ
。

　

弥
生
吟
社
を
椋
鳥
会
と
し
た
る
は
佳
矣
。

　

幹
事
の
御
尽
力
を
謝
す
。

　

毎
号
選
句
、
五
句
覚
束
な
き
に
困
難
な
り
し
が
今
回
は
予
選

　

八
句
を
得
て
之
れ
に
も
困
難
を
感
じ
た
り
き
。
掟
を
尊
重
し
て

　

三
句
丈
割
愛
し
た
る
は
遺
憾
な
り
し
。

　

例
に
よ
り
て
見
当
違
ひ
の
駄
評
を
試
む
失
礼
多
謝
。

　

改
め
て
諸
俳
豪
の
御
指
導
を
願
ひ
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
凡
拝　
　
　
　
　
　
　
　

【
四
十
二
・
ウ
】

一
、
五
句
集
の
発
展
を
喜
び
、
以
後
益
々
発
展
せ
む
こ
と
を
祷
る
。

一
、
四
国
の
諸
兄
よ
り
出
句
せ
ら
れ
た
る
は
感
謝
に
堪
へ
ず
、
将
来
□
〃

　
　

尽
力
あ
ら
む
こ
と
を
希
ふ
。

一
、
同
人
も
だ
い
ぶ
多
人
数
と
な
る
事
故
此
際
活
版
か
又
は
ト
ウ
写
版
か
で 

」

                                                  

【
四
十
三
・
オ
】　
　

　
　

印
刷
し
て
は
い
か
に
や
、
そ
し
て
二
枚
程
各
人
に
配
布
し
、
一
枚
は
と
つ
て
お
き

　
　

一
枚
に
評
を
か
い
て
幹
事
に
送
り
幹
事
が
そ
れ
を
集
め
て
採
点

　
　

製
本
し
て
回
覧
に
附
し
て
は
い
か
に
や
、
か
く
す
れ
ば
□
□
て

　
　

不
便
少
く
し
て
回
集
多
か
る
べ
し
と
思
ふ
、
費
用
は
安
く
て

　
　

す
む
だ
ら
う
と
思
ふ
、

一
、
僕
に
は
此
頃
ス
ッ
カ
リ
蛮
勇
が
な
く
な
っ
た
、
何
か
蛮
勇
回
復

　
　

策
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
、　
　
　
　
　
　

田
螺
公

面
白
い
か
ら
円
点
を
付
す　

鹽                          

【
四
十
三
・
ウ
】

　　

又
蛮
勇
回
復
策
論
者
ノ
田
螺
公
ニ
ハ
仝
感
デ
ア
ル
。
生
モ
海
上
生

　

活
ヲ
放
レ
テ
一
年
、
今
ノ
生
活
状
態
ガ
如
何
ニ
モ
物
足
ラ
ン
様
デ
何
ダ
カ

　

強
烈
ナ
刺
激
ガ
欲
シ
ク
テ
タ
マ
ラ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
四
十
五
・
オ
】

〇
田
螺
公
兄
は
蛮
勇
回
復
策
を
欲
せ
ら
れ
る
が
何
に
そ
れ
は
□
は
な
い
で
は

　

あ
り
ま
せ
ん
か
。
一
つ
水
滸
伝
で
ひ
っ
さ
げ
て
鬚
武
者
に
仕
立
て
ゝ
清
国
へ
飛

　

び
込
ん
で
は
何
う
で
す
ー
ー
ー
ー
呵
　々
　
　
　

紫
萍
乱
筆

〇
革
命
軍
も
大
分
景
気
が
悪
い
か
ら
田
螺
兄
が
之
れ
に
投
し
て
も
駄
目

　

な
ら
ん
。
寧
ろ
台
湾
に
渡
り
て
、
蛮
地
を
跋
踄
す
る
又
蛮
勇
回

　

復
策
の
一
方
法
な
ら
ん
か
。　

蛮
勇
に
君
が
句
活
き
て
河
豚
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
四
十
六
・
オ
】

凡
例

一
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。

　
　

た
だ
し
、
固
有
名
詞
及
び
俳
句
の
表
記
は
原
文
に
従
っ
た
。

二
、
適
宜
、
濁
点
及
び
句
読
点
を
補
っ
た
。

三
、
ペ
ー
ジ
数
は
、
一
丁
の
表
を
【
一
・
オ
】
、
二
丁
の
裏
を
【
二
・
ウ
】
と
記
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・　

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

【
解
説
】

　

今
回
は
、『
夜
長
』
巻
末
の
「
俳
楽
屋
」
か
ら
一
部
を
抜
粋
し
た
。

　

ま
ず
、
冒
頭
に
『
夜
長
』
の
幹
事
で
あ
っ
た
鹽
仏
（
え
ん
ふ
つ
）
に
よ
る
文
章
が

日
付
と
と
も
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
文
中
、「
従
来
の
弥
生
吟
社
余
り
に
平
凡
な
れ

ば
今
回
椋
鳥
会
と
改
名
し
」
は
注
目
す
べ
き
部
分
で
あ
る
。
明
治
四
十
四
年
十
一
月

号
で
あ
る
こ
の
『
夜
長
』
の
表
紙
に
は
、「
椋
鳥
会
」
の
文
字
が
あ
る
。「
椋
鳥
会
」

以
外
に
、「
弥
生
吟
社
」
と
い
う
結
社
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
明
治
四
十
四

年
七
月
の
五
句
集
『
夏
の
蝶
』
の
表
紙
に
は
「
弥
生
吟
社
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
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の
二
つ
の
結
社
の
関
係
に
つ
い
て
、
鹽
仏
の
こ
の
文
章

か
ら
、
明
治
四
十
四
年
十
一
月
に
、「
弥
生
吟
社
」
が

「
椋
鳥
会
」
に
改
名
し
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
実

際
、
こ
れ
以
後
に
発
行
さ
れ
た
五
句
集
の
表
紙
に
は
、

「
椋
鳥
会
」
の
文
字
が
見
え
る
。
続
く
天
凡
（
て
ん
ぼ

ん
）
佐
田
真
作
の
文
章
か
ら
も
、
五
句
集
が
認
め
ら
れ

て
い
く
の
を
実
感
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
さ

ら
に
山
頭
火
（
当
時
は
田
螺
公
（
で
ん
ら
こ
う
）
と
い

う
俳
号
で
活
動
し
て
い
た
）
に
よ
る
文
章
を
読
む
と
、

山
頭
火
が
五
句
集
の
発
行
の
方
法
に
つ
い
て
、
印
刷
す

る
こ
と
や
、
よ
り
よ
い
回
覧
の
方
法
に
つ
い
て
提
案
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
小
さ

な
結
社
で
あ
っ
た
「
弥
生
吟
社
」
が
新
た
な
俳
人
を
迎

え
入
れ
て
、「
椋
鳥
会
」
と
し
て
俳
句
活
動
を
活
発
化

さ
せ
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

さ
て
、
山
頭
火
は
、「
蛮
勇
」
に
つ
い
て
も
述
べ
て

い
る
。「
蛮
勇
」
と
は
、「
向
う
み
ず
に
突
進
す
る
勇
気
」

の
意
（
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。
蛮
勇
を
回
復

す
る
策
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
と
山
頭
火
が
書
く
と
、

回
覧
順
序
が
山
頭
火
よ
り
後
の
人
々
が
そ
れ
に
答
え
る

よ
う
に
「
蛮
勇
」
に
触
れ
て
い
る
。
一
つ
目
は
、
漣
月

（
れ
ん
げ
つ
）
河
村
亀
市
の
文
章
で
、
山
頭
火
に
同
感

し
て
い
る
。
一
方
、
二
つ
目
の
紫
萍
（
し
へ
い
）
山
本

国
蔵
と
三
つ
目
の
鹽
仏
大
塚
久
五
郎
は
、
蛮
勇
回
復
策

を
具
体
的
に
提
案
し
て
い
る
。
紫
萍
は
清
へ
行
く
こ
と

を
提
案
し
て
い
る
が
、『
夜
長
』
が
回
覧
さ
れ
て
い
た

明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
十
一
月
の
清
は
、
辛
亥

革
命
が
お
こ
っ
て
間
も
な
い
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
文
末
に

あ
る
「
呵
々
」
は
、
現
代
の
、「（
笑
）」
に
近
い
。
蛮

勇
回
復
策
と
し
て
冗
談
で
極
端
な
提
案
を
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
鹽
仏
は
、
山
頭
火
の
こ
の
一
文
に
「
面
白
い

か
ら
」
と
傍
点
を
付
し
た
う
え
で
、
紫
萍
の
こ
の
言
葉

を
真
面
目
に
受
け
、
清
の
革
命
に
触
れ
な
が
ら
も
、
台

湾
（
当
時
は
日
本
の
統
治
下
に
あ
っ
た
）
へ
渡
る
こ
と

を
提
案
し
て
い
る
。
文
末
の
「
蛮
勇
に
君
が
句
活
き
て

河
豚
汁
」
は
、
鹽
仏
に
よ
る
句
で
あ
る
。
蛮
勇
は
句
を

作
る
こ
と
で
回
復
で
き
る
と
、
山
頭
火
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
五
句
集
の
末
尾
に
は
回
覧
し
な
が
ら
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山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
で
は
毎
月
山
頭
火
の
句
を
一
句
選

ん
で
皆
様
に
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
ご
紹

介
し
た
「
今
月
の
一
句
」
を
振
り
返
り
ま
す
。

平
成
三
十
年

六
月　

水
田
青
空
に
植
ゑ
つ
け
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
七
年
六
月
十
七
日

　

下
関
・
川
棚
の
木
下
旅
館
に
宿
泊
し
て
い
る
時
期
に

詠
ん
だ
句
で
、
青
空
が
映
る
水
田
を
「
青
空
」
と
言
い

表
し
、「
青
空
に
植
ゑ
」
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
幻
想

的
な
印
象
を
与
え
る
工
夫
が
み
ら
れ
ま
す
。

七
月　

山
の
し
づ
か
さ
へ
し
づ
か
な
る
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
一
年
七
月
十
九
日

　

山
頭
火
は
昭
和
十
年
十
二
月
か
ら
「
死
に
場
所
を
求

め
て
」
旅
に
出
ま
し
た
。
最
後
に
立
ち
寄
っ
た
の
は
福

井
県
の
永
平
寺
で
す
。
山
奥
の
静
か
な
場
所
に
雨
が
降

り
、
静
寂
が
い
っ
そ
う
深
ま
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
情

景
が
浮
か
び
、
心
が
落
ち
着
い
て
い
る
山
頭
火
の
様
子

が
伺
え
ま
す
。

八
月　

う
ぶ
す
な
神
の
お
み
く
じ
を
ひ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
七
年
八
月
四
日

　

日
記
か
ら
、
現
在
と
同
じ
よ
う
に
防
府
天
満
宮
で
は

御
誕
辰
祭
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

「
う
ぶ
す
な
」
は
「
産
土
」
と
書
き
、
生
ま
れ
た
土
地
の

守
り
神
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
山
頭
火
に
と
っ
て
は
防

府
天
満
宮
が
「
う
ぶ
す
な
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
ふ
る
さ

と
を
離
れ
た
後
も
変
わ
ら
ぬ
思
い
で
し
た
。

九
月　

三
日
月
よ
逢
ひ
た
い
人
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
七
年
九
月
五
日

　

山
頭
火
は
こ
の
三
日
月
を
「
は
か
な
い
も
の
」
と
日

記
で
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
形
が
細
い
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
夕
方
西
の
空
に
見
え
た
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に

沈
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
意
味
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
を

寂
し
が
り
、
人
を
恋
し
が
る
様
子
が
う
か
が
え
、
人
間

ら
し
さ
が
垣
間
見
え
る
句
で
す
。

十
月　

秋
空
︑
一
点
の
飛
行
機
を
ゑ
が
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
五
年
十
月
二
十
六
日

　

秋
晴
れ
の
雲
が
ひ
と
つ
も
な
い
青
空
に
、
飛
行
機
だ

け
が
映
え
て
飛
ん
で
い
る
様
子
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

ま
た
、
空
を
青
い
キ
ャ
ン
バ
ス
に
見
立
て
、
一
点
を
打

っ
て
飛
行
機
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
句
の
風
景

が
出
来
上
が
っ
て
い
く
様
子
も
想
像
で
き
ま
す
。

十
一
月

　
　

実
ば
か
り
の
柿
の
木
の
な
ん
と
ほ
が
ら
か
な
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
九
年
十
一
月
十
四
日

　

葉
が
散
っ
て
実
ば
か
り
に
な
っ
た
柿
の
木
と
、
そ
の

背
景
に
見
え
る
青
空
を
詠
ん
で
い
ま
す
。
実
の
橙
色
と

空
の
青
、
鮮
や
か
な
色
合
い
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。

こ
の
頃
山
頭
火
は
歯
が
抜
け
て
硬
い
も
の
は
食
べ
ら
れ

な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
音
や
色
や
感
触
で
味
わ
え
る

と
言
っ
て
お
り
、
こ
の
句
も
ま
さ
に
目
で
味
わ
っ
て
い

る
よ
う
な
句
で
す
。

十
二
月　

凩
の
ふ
け
て
ゆ
く
澄
ん
で
く
る
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
七
年
十
二
月
二
十
三
日

　

冬
の
冷
た
い
風
が
吹
き
ぬ
け
て
心
が
澄
ん
で
い
く
感

覚
を
詠
ん
だ
も
の
で
す
。
木
枯
ら
し
が
全
身
を
駆
け
巡

り
、
そ
の
冷
た
さ
に
よ
っ
て
滞
っ
て
い
た
も
の
が
浄
化

さ
れ
、
冴
え
わ
た
っ
て
い
く
よ
う
な
感
覚
が
読
み
取
れ

ま
す
。

平
成
三
十
一
年

一
月　

わ
が
庵
は
雪
の
あ
し
あ
と
ひ
と
す
ぢ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
八
年
一
月
二
十
六
日

　

小
郡
の
其
中
庵
に
暮
ら
し
て
い
る
頃
、
友
人
の
国
森

樹
明
へ
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
お
祝
い
の
葉
書
を
出
し
て

帰
っ
て
き
た
際
の
句
と
思
わ
れ
ま
す
。
出
か
け
た
と
き

雪
の
上
に
つ
い
た
自
分
の
足
跡
が
降
り
積
も
る
雪
で
す

で
に
見
え
な
く
な
っ
て
お
り
、
庵
に
戻
っ
て
き
た
足
跡

の
み
残
っ
て
い
る
情
景
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
よ
り
︑

　

観
覧
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
︒

開
館
時
間

　

午
前
十
時
か
ら
午
後
六
時

　

（
た
だ
し
、
特
別
企
画
展
の
開
催
中
は
、
展
示
室
へ
の
入

　

室
は
午
後
五
時
三
十
分
ま
で
）

休
館
日

　

毎
週
火
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
次
の
平
日
）

　

十
二
月
二
十
六
日
～
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

観
覧
料

　

無
料

　

※

な
お
、
特
別
企
画
展
を
開
催
す
る
際
、
観
覧
料
を
設

　
　

け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ア
ク
セ
ス

　

防
府
駅
て
ん
じ
ん
ぐ
ち
か
ら
約
一
・
五
ｋ
ｍ

　

ま
ち
の
駅
「
う
め
て
ら
す
」
か
ら
約
一
〇
〇
ｍ

　

山
陽
自
動
車
道
防
府
東
・
西I.C

.

よ
り
約
七
分

駐
車
場

　

普
通
車
用
三
台
、
身
障
者
等
用
二
台
（
ふ
る
さ
と
館
横
）

　

無
料
観
光
駐
車
場
二
十
五
台
（
ふ
る
さ
と
館
斜
前
）
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